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東京湾の小型底びき網の漁業管理に関する研究－Ⅰ 

シャコの漁獲に対する網目拡大の影響 
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The Effects of Mesh Size of Cod End on the Catch 
and Size of Japanese Mantis Shrimp Oratosquilla oratoria 
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は じ め に        
 横浜市漁業協同組合柴支所は，東京内湾を漁場として，

小型底びき網を中心に，年間10億円以上を生産している。

1988年の統計でみると，柴支所の生産額は13億4200万円

で，神奈川県の沿岸漁業総生産額の15.3％を占めている。 

小型底びき網が主に対象としているのはマコガレイ，

シャコで，この２種で生産額の90％以上を占めている。

近年マコガレイの漁獲量，生産額がともに減少し，シャ

コに対する依存度が増大してきている。シャコは各漁家

で自家加工され，ムキシャコとして出荷される。ムキ

シャコは主に寿司種として利用されるため，その需要量

には限界があり，供給過剰になると価格は急落する。こ

れを防止するために，柴支所では各漁家あたりの出荷枚

数を制限し，価格の維持に努めている。マコガレイが好

漁であった時期には，漁獲努力はかなりマコガレイに向

けられたため，シャコの出荷枚数制限はさほど問題にな

らなかったが，シャコに対する依存度が増大するのにと

もなって，制限枚数自体も増大し，また制限枚数いっぱ

いを漁獲しようとするため，シャコに対する漁獲強度は

増大した。この結果，シャコが小型化し，価格も下がっ

ているのではないか，という懸念が生じた。 

 漁獲されるシャコの中で，ムキシャコとして加工でき

ないほど小型のシャコは，船上で選別された後海に投棄

されるが，その量は季節によっては加工される量をはる 

かに上まわっており，これらは海に投棄されても，選別

に要した時間によってかなりの確率で死亡してしまう。

したがって選別作業を省略できれば死亡原因を除去する

ことができ，今まで無駄に死んでいた小型のシャコが新

しく資源に添加することが期待される。 

 当場では，資源管理型漁業の推進を目的に，1988年度

から東京湾の小型底びき網をモデルとした資源管理開発

試験を実施しているが，この中でシャコのこの問題は早

急に解決を要する課題である。筆者は，小型底びき網の

網目を拡大することによって小型のシャコを海中で網か

ら通過させることを考え，柴漁業研究会の協力を得て，

さまざまな網目を用いて調査を実施し，シャコの漁獲が

どう変化するかをみた。本報ではこの結果得られたいく

つかの知見について報告する。 

 報告にさきだって，調査の便宜を与えられ，かつ全面

的にご協力いただいた横浜市漁業協同組合柴漁業研究会

の会員の皆様に心から感謝する。また，中田尚宏専門研

究員をはじめとする資源研究部の皆様，指導普及部の池

田文雄副技幹には調査にご協力いただくとともに，本報

をまとめる上で有益なご助言をいただいた。感謝の意を

表する。 

 

材 料 と 方 法          
 調査は1989年４月22日，８月26日の２回実施した。調
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査海域は東京湾本牧沖（図１）で，それぞれの時期に

シャコの漁場として利用されている海域である。 

 

 

図１ 調査海域 

 

 柴支所で常用されている小型底びき網は，袖網部と袋

網部からなり，袋網部は魚をとるために大きな目合の網

地を使用した大袋と，大袋の天井網にシャコをとるため

に目合の小さい袋網（これを二重袋という。以下同じ）

が付いている（図２）。二重袋には目合10節の網が一般

的に使用されている。調査に使用した漁具は各調査回と

も，二重袋全体の目合が10節，９節，８節の３種類，ま

た，二重袋の天井網を８節（４月）または７節（８月）

の１種類，合計４種類で，これらの二重袋および天井網

にはそれぞれ14節のカバーネットを取り付けた。４月の

調査時には二重袋の魚取り出し口を図３に示したように

１ケ所に絞ってひもでしばってとめたが，８月の調査時

には取り出し口をまとめることなく，ひもで網目を通し

てからげてとめた（この方法は柴では昔から「土瓶の

口」と呼ばれている）。 

 調査には柴漁業研究会員の船４隻（いずれも4.9トン，

25馬力）を傭船し，二重袋10節の船，９節の船，８節の

船，天井網の目合をかえた船，で同時に30分間の曳網を

３回行った。各曳網ごとに漁獲されたシャコの全重量を 

 

 

 

図２ 底びき調の最開図 

 

 

 

図３ 調査方法の模式図 

 

二重袋，カバーネットに分けて測定し，二重袋の漁獲物

からは無作為に標本を採集し，カバーネットの採集物は

全量を，10％フォルマリンで固定し，水試に持ち帰って

体長，重量を測定した。測定は試験項目ごとに，各曳網

ごとに実施し，標本重量と訓査時に測定した全重量とか

ら総漁獲尾数を推定し，３回分を合計して試験項目ごと

の総漁獲尾数とした。体長は，Kubo et al（1959）にな

らって額角基部から尾節中央の切込み前端までの長さを

測定した。 

 カバーネットに入っていたシャコは網目を通過したも

のであると考えて，体長ごとの通過率を次の式によって 
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求めた。 

通過率＝
体長ごとの通過尾数

体長ごとの全漁獲尾数
  ×100 

また，累積通過率を次の式によって求めた。 

累積通過率＝
Σ体長ｉcmまでの通過尾数

Σ体長ｉcmまでの漁獲尾数
×100 

 

結 果 
 ４月22日の調査（以後，第１回目という）結果を，

シャコの体長組成と体長ごとの通過率という形で図４に

示した。漁獲されたシャコは７cmと11cmにモードを持つ

群であった。 

 

 

 

 

 

図４ 第１回目の調査結果 

   シャコの体長組成と通過率 

   黒部分は通過したシャコの個体数を示す。 

   Ａ：二重袋10節 Ｂ：同９節 Ｃ：同８節 

   Ｄ：天井網８節 

 

 1O節の網(Ａ)では，全体で1,203尾のシャコが漁獲さ

れ，通過尾数は15尾，全体の通過率は1.25％であった。

体長ごとの通過の状態をみると，３cm未満では100％通

過していたが，３cm以上ではほとんど通過していなかっ

た。 

 ９節の網(Ｂ)では，全体で1,551尾漁獲され，通過尾数

12尾，全体の通過率は0.77％と，10節の網より低い値で 
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あった。体長ごとの通過の状態は10節の場合と同様で，

ほとんど通過していなかった。 

 ８節の網(Ｃ)では，全体で1,511尾漁獲され，通過尾数

47尾，全体の通過率は3.11％で，10節，９節より高い値

であった。体長ごとの通過の状態は，５cm未満ではほと

んどが通過していた。また，少数だがlOcm以上でも通過

していたものがあった。 

 天井網を８節とした場合(Ｄ)では，全体で1,654尾漁

獲され，通過尾数101尾，全体の通過率は6.ll％で，もっ

とも高い値であった。体長ごとの通過の状態をみると，

７cmにモードを持つ群の組成にみあった形で通過してい

るように考えられた。 

 Ａ－Ｄの通過率を比較するために，累積通過率を求め

図５に示した。図５においてＣの曲線が100％から50％

以下に下降しその後上昇しているが，実際は４cm前後ま

で通過率100％の状態が続き，その後値が減少するので

はないか，と考えられた。二重袋の目合を比較すると，

累積通過率はＡよりＢ，ＢよりＣの方が高く，小型の

シャコの通過率は目合が大きいほど高いことが明らかに

なった。しかし，Ａ，Ｂでは6.5-7.Ocm以上では両者の

差はほとんど認められなかった。Ｄの場合は，少し状況

が異なるように考えられた。Ａよりは通過率が高いが，

Ｂと比較すると体長４cmまではＢの方が通過率が高いが

４cm以上ではＤの方が通過率が高くなった。Ｃとの比較

でも同様で，体長７cmまではＣの方が通過率は高いが， 

 

 

 

図５ 累積通過率（第１回目） 

それ以上ではＤの通過率が高く，通過していたシャコの

最大体長もＤで最も大きかった。これは，網の中での

シャコの動きによるものであり，シャコは網の中で単純

にコッドエンドの方向に移動させられているだけではな

いと考えられた。 

 ８月26日の調査（以後，第２回目という）結果を図６

に示した。漁獲されたシャコは第１回目とは異なり，

10cm前後だけにモードを持つ群であった。 
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図６ 第２回目調査結果 

   Ｅ：二重袋10節 Ｆ：同9節 Ｇ：同８節 

   Ｈ：天井網７節 

 

 10節の網(Ｅ)では・全体で5,055尾のシャコが漁獲さ

れ，通過尾数は375尾，全体の通過率は7.42％であった。

どの体長でも通過率100％という場合がなく，最も高

かったのは体長6.0-6.5cmで42.1％であった。 

 ９節の網(Ｆ)では，全体で5,594尾のシャコが漁獲さ

れ，通過尾数は399尾，全体の通過率は7.13％であった。

６cm未満のシャコでは100％通過していたが，６cm以上

では通過率は減少し，９cm以上になるとＥとほとんど差

がなかった。 

 ８節の網(Ｇ)では，全体で5,256尾漁獲され，通過尾

数は1,391尾，全体の通過率は26.46％であった。通過し

ていたシャコの体長組成はほぼ全体の体長組成と同じ形

であると考えられ，9.5-10.0cmにモードがあった。 

 天井網を７節にした場合(Ｈ)では，全体で5,554尾漁

獲され，通過尾数は2,236尾，全体の通過率は40.26％で

あった。Ｇの場合と同様に，通過していたシャコの体長

組成は全体の体長組成と類似していると考えられた。通

過していたシャコの最大体長は13.4cmで，これは十分製

品となる大きさと考えられた。 

 Ｅ－Ｈの累積通過率を図７に示した。ＥよりＦ，Ｆよ

りＧの累積通過率が高く，網目が大きい方が通過率が高

いことが明らかになった。この場合でも第１回目と同様

に，ＥとＦでは8.5-9.Ocm以上ではほとんど差が認めら

れなかった。また，ＨとＧを比較すると体長8.0cmまで

はＧの通過率が高かったが，それ以上ではＨの通過率の

方が高くなった。 

 

 

図７ 累積通過率（第２回目） 

 

 第１回目と第２回目を同じ網目で比較すると，体長ご

との通過率，累積通過率，全体の通過率のいずれでも明

らかに第２回目の方が高かった。しかし，第１回目と第

２回目では漁獲されたシャコの体長組成がまったく異

なっていたこと，同じ曳網時間でも漁獲されたシャコの 
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尾数のレベルが異なっていたこと，などから直接比較す

ることは困難だが，「土瓶の口」の効果であると考えら

れた。 

 

考  察 
 ２回の調査によって，二重袋の網目を大きくすれば小

型のシャコは網から通過すること，「土瓶の口」にすれ

ば通過率が上がること，天井網の目合を変えても同様の

効果が期待できること，が明らかになった。しかし，海

中で網から通過しても，活力が低下して他の生物に捕食

されやすくなったり，あるいは死亡してしまったりすれ

ば，網目を大きくして通過させる意味はなくなってしま

う。青山（1961）は以西底びき網の調査から，コッドエ

ンドとこれを通り抜けたおおい網との魚の活力は，多く

の場合おおい網の方がよいかまたは差がなかった，網目

を抜け出た魚の活力は漁獲物についてみられるよりは，

揚網時の急激な水圧変化による生理的，物理的影響を受

けていないから，大いに良好なはずである，と述べてい

る。大富（1989）は東京湾のシャコの海上投棄死亡率の

季節変化について検討しているが，この中では最も死亡

率の高い夏期でも65％前後の値となっている。これは，

船上に揚網され選別作業を経た上での値なので，実際に

海中で網から通過したシャコではその100％全てが生き

残るとは期待できないかもしれないが，相当な確率で生 

き残ると期待してもよいと考えられる。 

 実際の小型底びき網操業の場で考えた場合，二重袋10

節と９節では仮に「土瓶の口」にした場合でも，期待さ

れる効果を得るには通過率が低すぎると考えられる。し

かし，８節の「土瓶の口」にすればかなりの効果が期待

できるし，これに天井網の目合を組み合わせていけば効

果はより大きくなるであろう。ただし，シャコの体長組

成や漁獲量のレベルによって通過率が影響を受けること

が考えられる。体長組成が通過率に与える影響について

は今後の検討課題である。漁獲量のレベルの問題につい

ては，青山（1961）は選択性に影響する要因として漁獲

量を特に重要視する必要はないようである，と述べてい

る。しかし以西底びき網のように多種類の魚種を対象と

した操業の場合と東京湾の小型底びき網のようにシャコ

を主対象として操業している場合とでは状況は異なり，

シャコの場合は漁獲量の影響は重要であると筆者は考え

ている。漁獲量のレベルの違いはシャコの分布量の違い

によるもので，単位時間あたりの入網量が異なるという

ことであり，二重袋からの通過の状況が当然変化してく

るであろう。二重袋のコッドエンドがシャコでいっぱい 

になってしまえば，その後のシャコは小型であっても物

理的に通過できない状態になり，結果として通過率は低

下するということがありうる。つまり，同じ網目を用い

る場合でも，小型のシャコを通過させ船上での選別作業

を短縮するという，より効率的な操業を行うための最適

曳網時間というものが存在するのではないか，と筆者は

考えている。今回のように網の構造を変えて効率的な操

業に結び付けるための調査と，操業時間・方法などいわ

ゆるソフトな面での調査とを組み合わせて実施してみる

必要があろう。 

 また，同じ群を操業の対象とした場合でも，用いる網

目によって漁獲されるシャコの体長組成が変わってくる

可能性がある。第１回目，第２回目とも各試験項目によ

るシャコの体長組成は，モードは変化していないが，山

の大きさは異なっているように見える(図４，６）。図８

に累積体長組成を示したが，明らかに網目が大きい方が

漁獲されたシャコの体長は大きいほうによっており，こ

の傾向は第１回目で著しい。シャコが製品になるか投棄

されるかの目安は体長llcmと考えられる。図８において，

第1回目調査で11cm未満の累積割合を比較すると，10節

では75％，９節では70％，８節では63％となっており，

最大10％以上も異なっている。この値は網から通過した

シャコも含んでの値なので，これだけ考えても，網目が

大きいほうが製品になるシャコに対する操業効率が高い

ことになる。このことについてはさらにデータを集積し

て解析していく必要があるが，網目を大きくすることに

よって，シャコが通過するか否かだけではなく，これに

プラスされる効果があると考えられる。 

 

 

 

図８ 網目別の累積体長組成 
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いずれにしても，今回報告した調査によって，漁業管

理を通じて東京湾のシャコ資源を有効に管理していくた

めの手がかりが得られたと筆者は考えている。今後は網

目の検討を続けるとともに最適曳網時間の検討，水中で

の網の挙動やシャコの挙動などを把握して，より有効な

管理手段を導き出していく必要がある。 

 

要 的 
１ 1989年４月，８月に小型底びき網の二重袋の網目を

変えて漁獲調査を実施した。 

２ 網目が大きいほうが小型のシャコの通過率は高かっ

た。また，二重袋のエンドのとめ方によって，より高

い通過率が得られた。 

３ 二重袋の天井網からもかなりの通過が認められた。 

４ 網の構造を変える方法に加えて，曳網時間・方法な

どのソフトな面での検討を行うことによって，より有 

効な操業効果が得られるのではないかと考えられた。 
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